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【科目】物理化学特論 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・1 年次
【担当教員】

辻 和秀

【授業目標・教育方針】
反応速度および化学反応論の初歩に関して理解を深める。
化学反応の本質を、化学反応速度論と反応ダイナミクスの点から概観することによって理解する。
また、化学反応を量子化学的な視点と統計力学的な視点でとらえ直す。

【授業概要】
化学反応速度論（反応速度式、アレニウス式、逐次反応、リンデマン機構）
統計熱力学（ボルツマン分布、分配関数）
反応ダイナミクス（気体分子運動論、拡散律速反応、ポテンシャルエネルギー曲面、
反応速度の統計的取扱）

【教科書・教材・参考書 等】
教科書の指定はない。
標準的な物理化学の教科書を参考にすること。（例えばアトキンス「物理化学（下）」、マッカーリ・サイモン「物理化
学（下）」）
参考書
土屋荘次著「はじめての化学反応論」（岩波書店）
Steinfeld 他著「化学動力学」（東京化学同人）

【成績評価方法】
［後期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：物理化学特論 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 化学反応論入門 化学反応論で何を学ぶのかを概説する
1 反応速度論 一次反応、二次反応、反応次数、擬一次反応
1 アレニウスの式と統計力学 アレニウスの式とその意味

統計熱力学入門
1 統計力学入門 ボルツマン分布則の導出

分配関数の導出と意味
アレニウス式の意味

1 反応機構と反応速度論 素反応過程、逐次反応、誘導期、定常状態近似
逐次反応

1 反応機構と反応速度論 単分子反応のリンデマン機構と高圧極限、低圧極限、
分子の緩和速度の入門
引き抜き、再結合、不可反応

1 反応機構と反応速度論 連鎖反応、燃焼、爆発
1 反応機構と反応速度論 光化学の速度論、光化学反応素過程（蛍光、ISC, IC,

消光など）、大気化学入門
1 反応速度の初歩的な計算 分子の衝突と化学反応、平均自由行程、衝突モデルで

計算する２分子反応速度、溶液反応における拡散律速
反応

1 反応動力学 化学反応とポテンシャルエネルギー曲面
1 反応動力学 化学反応ダイナミクス、状態分布、散乱実験
1 反応動力学 化学反応ダイナミクス、散乱実験と反応の典型例
1 反応速度の統計理論 反応速度の統計理論（遷移状態理論）、平衡定数の量

子化学的な意味
1 反応速度の統計理論 反応速度の統計理論（遷移状態理論）、同位体効果
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